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隅
田
川
の
起
点
で
あ
る
北
区
の
岩
淵
水
門
か
ら
、
下
流
に
向
け
て
歩
い
て
来
た
。
一
八
番
目
の
橋
、
両
国

橋
か
ら
右
岸
は
中
央
区
に
、
次
の
新
大
橋
か
ら
左
岸
が
江
東
区
に
変
わ
る
。
新
大
橋
の
二
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

下
流
の
左
岸
に
芭
蕉
記
念
館
が
あ
り
、
芭
蕉
の
生
涯
、
俳
句
、
奥
の
細
道
な
ど
に
関
す
る
資
料
が
展
示
さ
れ

て
い
る
。
大
正
六
年
、
近
く
の
小
名
木
川
合
流
点
付
近
で
芭
蕉
の
愛
し
た
石
の
蛙
が
出
土
し
、
そ
の
地
が
芭

蕉
稲
荷
と
し
て
祀
ら
れ
、
東
京
府
が
「
芭
蕉
翁
古
池
の
跡
」
に
指
定
し
た
。
芭
蕉
稲
荷
横
の
堤
防
上
に
は
「
芭

蕉
庵
史
跡
展
望
公
園
」
が
あ
る
。
芭
蕉
庵
が
川
に
近
い
所
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
作
品
か
ら
も
確
か
な
よ
う
だ
。 

 

左
岸
に
小
名
木
川
が
合
流
す
る
と
間
も
な
く
清
洲
橋
。
関
東
大
震
災
後
の
復
興
事
業
で
架
け
ら
れ
た
橋
の

一
つ
で
、
近
代
橋
梁
技
術
を
結
集
し
た
特
殊
な
吊
橋
で
あ
る
と
共
に
、
姿
の
優
美
さ
も
追
求
さ
れ
た
。
ま
た

隅
田
川
大
橋
を
挟
ん
で
二
つ
下
流
の
永
代
橋
も
、
日
本
初
の
支
点
間
百
メ
ー
ト
ル
超
の
力
強
い
形
状
の
橋
だ
。

震
災
復
興
架
橋
の
中
で
も
、
こ
れ
ら
二
橋
が
代
表
的
な
存
在
で
あ
る
と
の
土
木
学
会
の
説
明
書
き
が
あ
る
。

隅
田
川
に
架
か
る
橋
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
特
徴
が
あ
っ
て
見
て
い
て
飽
き
な
い
。 

 

休
日
の
た
め
か
、
川
面
を
水
上
バ
ス
が
頻
繁
に
行
き
来
し
て
い
る
。
中
で
も
目
を
引
く
の
が
Ｓ
Ｆ
映
画
か

ら
抜
け
出
て
き
た
よ
う
な
ヒ
ミ
コ
、
エ
メ
ラ
ル
ダ
ス
、
ホ
タ
ル
ナ
の
三
隻
で
、
漫
画
・
ア
ニ
メ
界
の
巨
匠
の

松
本
零
士
氏
が
「
子
供
た
ち
が
乗
り
た
く
な
る
よ
う
な
船
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
デ
ザ
イ
ン
し
た
そ
う
だ
。
宇

宙
船
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
シ
ル
バ
ー
・
メ
タ
リ
ッ
ク
の
流
線
形
の
船
体
に
、
曲
面
ガ
ラ
ス
の
窓
が
多
数
配
置
さ

れ
、
大
人
も
乗
っ
て
み
た
く
な
る
。 

 

テ
ラ
ス
の
柵
に
竿
を
縛
り
付
け
て
釣
を
し
て
い
る
人
を
よ
く
見
か
け
る
。
ハ
ゼ
、
ボ
ラ
、
ウ
ナ
ギ
な
ど
多

く
の
種
類
の
魚
が
い
る
と
い
う
。
高
度
成
長
時
代
の
魚
も
住
め
な
か
っ
た
隅
田
川
と
較
べ
る
と
、
水
の
色
も

見
違
え
る
よ
う
だ
。
テ
ラ
ス
が
整
備
さ
れ
て
川
べ
り
を
散
歩
す
る
人
々
も
増
え
、
水
上
バ
ス
も
多
数
運
行
さ

れ
て
い
る
。
昭
和
三
〇
年
頃
ま
で
の
川
沿
い
の
賑
わ
い
と
は
ま
た
違
っ
て
、
観
光
や
寛
ぎ
を
軸
に
人
々
に
愛

さ
れ
る
隅
田
川
が
復
活
し
て
き
た
こ
と
が
見
て
取
れ
、
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
だ
。
（
つ
づ
く
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 


